
 
ＡＩの時代に生きる子供たちへ:数値化できない「感性」を磨く 

 
校長　池井　康二　 
 

今日も校門の櫂の木は、美しいオレンジのグラデーションで子供たちの登

校を見守ってくれています。立冬を迎え、朝晩がますます冷え込んできまし

た。 
朝、家を出た瞬間に、「今日は天気が良くなりそうだ」、「この空気感、す

っかり冬らしくなってきたな」など、様々なことを感じます。気温や湿度、

木の紅葉具合といった客観的な数値でも冬は感じられますが、数値だけでは

表し切れない「五感」と「過去の記憶」を総動員した、人ならではの感覚を

大切にしたいと考えます。 
 

さて、１１月１３日から１５日までの間、２年に一度の校内作品展が開催

されました。期間中、多くの方にご来場いただき、本当にうれしく思いまし

た。特に図工作品を鑑賞していると、どの学年の作品も明るく、独創性に富み、子供たちの豊かな感性

が様々な場面で磨かれていることを感じることができました。きっと、地域の美しい自然、家族とのつ

ながり、地域の方とのかかわりなど、多くの素敵な影響が作品に込められているからでしょう。 
 

先日、テレビ番組で、AIカラオケに挑戦するコーナーがありました。非常に歌の上手な一般の方が歌

うと、AI採点で９７点の高得点が出ました。素晴らしい結果だと感心していると、プロの歌手も挑戦し、

同じく９７点を出していました。同じ９７点ではあるにもかかわらず、プロの方の歌声には、涙を流し

ている観衆の方がおられました。私自身も「やはりプロは違う」と感動しました。 
AIで音程、リズム、抑揚、その他多くの項目を数値化して採点し、同じ点を取っているのに、「この

感動の違いは何だろう」、「この感動を味わえる感性は何だろう」と不思議に思い、人間の感性の素晴ら

しさを改めて感じた出来事でした。 
 

今年度も多くの方にゲストティーチャーとして学校に来ていただいています。中でも普段あまり出会

うことのない日本海テレビの岩本泰平アナウンサーや声楽アンサンブルのJスコラーズの皆さん、空手

世界選手権チャンピオンになられた宇佐美里香さんなどに来ていただく機会がありました。子供たちは、

本物の方が持つ「空気感」から、数値化できない感動をたくさん吸収してくれていました。 
 
　Appleの創業者スティーブ・ジョブズ氏は、「技術とリベラルアーツの交差点にこそイノベーションが

生まれる」と語っています。これは、科学や計算だけでなく、美しいもの、感性を刺激するものに触れ

ることが、未来を切り開く発想を生む源になることを示しています。Yahoo!のCEOを務めたマリッサ・

メイヤー氏も同様のことを述べています。 
 

子供たちは、AIの進化が加速し、バーチャルが生活に深く入り込む時代を生きていきます。だからこ

そ、IT業界を先導してきた先人たちも感じておられるように、「幼少期に感性を揺さぶられる芸術や本

物の体験を子供たちに提供していく」ということが、学校の役割の一つであると考えます。 
もちろん学校だけでは十分な体験をさせることはできません。しかし、家庭や地域と学校が、子供た

ちの感性を磨くという共通の目標のもとで連携できれば、きっと子供たちの将来につながる素敵な準備

ができるのではないかと思いが浮かぶ、冬の訪れを感じる今日この頃です。 
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コミュニティスクールとは、学校・地域住民・保護者で運営協議会を作り、協働で学校運営を行う仕組みです。

コミュニテイスクール４年目の本校は、今年も多くのゲストティーチャーやじげの子応援隊の方に来ていただき、学

習を進めています。学習の様子は、「コミスク便り」または、ホームページからも詳しく見ていただけます。 

 

11 月 13 日から 15 日まで校内作品展を開催しました。開催期間中は、図工や絵画、習字、家庭科で

製作した作品など、子供たちの創造的な学びの成果をじっくりとご覧いただけたことと思います。保護

者、地域の皆様と大変多くの方にご来校いただき、「作品から元気をもらった」「どの子ものびのびと表

現している」など、温かい言葉をいただきました。また、児童の鑑賞時間には、自分自身の作品に自信

を持つことはもちろん、友達の作品の良いところを見つけていました。鑑賞を通して、子供たちの心に

は、また新たな創造の意欲が芽生えたことと思います。皆様ご来場、本当にありがとうございました。 

 

会場には、作品展を盛り上げようと、児童

手作りのスタンプラリーも用意しました。 

今回は、中学校の執行部生徒から地域や

学校への意見や要望を聞きました。 

子供たちの感性が輝いた 校内作品展！ 

九九ボランティア【２年生】 第 4回学校運営協議会  植林体験【5年生】  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

１２月の主な行事予定  ※変更になる場合があります  

   2日（火）標準学力調査（全学年） 

   3日（水）職員会議  

   4日（木）全校集会 たてわりなかよし活動  

委員会  PTA理事会 

   5日（金）朝の読み聞かせ 大掃除週間   

 10日（水）2年赤ちゃん先生 2回目 

11・12(木・金）2学期末個別懇談  

 17日（水）職員研修 

 18日（木）部落児童会 

 19日（金）朝の読み聞かせ  

 23日(火)第 2学期終業式 

 24日(水）冬季休業 （～１月８日） 

        

  

じっくりのぞき込む子、友達と話し合い

ながら鑑賞する子、と様々でした。 

３日間で延べ２３２名と、たくさんの保護

者、地域の方に来場いただきました。 

じげの子応援隊の皆さんに覚えた

九九を聞いていただきました。 

山形財産区の方々からは植林だけで

なく、林業に関するお話も伺いました。 

 

 

●２学期末個別懇談会  

１２月１０日（木）１１日（金） 

       13:00～１６：３０ 

●智頭小学校教育についての保護

者アンケート（後期）を Web で

実施します。 

ご協力お願いします。（どちらも

詳細は、マチコミと文書でお知ら

せします。） 

 

 

 

 


